
経験者コース（全 4回） 

午後 1時 30分 ～ 午後４時 30分 
（全日程共通） 
 

 

 

対象：地域の日本語教室で支援者として活動している方 

   日本語学習支援の経験があり、より実践的な力を身につけたい方など 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■募集人数 40名  

■受講証明書を発行します  ■全回出席できる方が優先となります 
 

【会 場】とちぎ国際交流センター 多目的ホール（宇都宮市本町 9-14） 
 

【申込み期限】令和 5(2023)年 10月 27日（金） 【申込み方法】裏面をご覧ください 

 

No. 

 
日 程 

 
内  容 

 

1 
11月１日(水) 

・「話すこと（やりとり／発表）」を目的とした支援活動 
 
学習者の発話を促すための様々な手法や支援者の発話の調節 
 

 

2 
11月 8日(水) 

・「書くこと」を目的とした支援活動 

日常生活で文を書く場面を想定し、学習者の「書きたいこと」を 

活かす支援の工夫 
 

 

3 
11月 15日(水) 

・「聞くこと」や「読むこと」を意識した支援活動 
 

オンラインや SNSなど便利なツールを取り入れた活動の実際 
 

 

4 
11月 22日(水) 

・「読むこと」、「聞くこと」、「話すこと」、「書くこと」を取り入

れた支援活動の組み立て 

・「日本語教育の参照枠（※）」を参考にした支援 

4 技能を意識した支援の流れの具体例と、日本語教室における 

「日本語教育の参照枠」の活用 
 

【主催】 栃木県・公益財団法人栃木県国際交流協会 

地域の日本語教室等で活躍する支援者の皆さんを対象に、日本語学習支援を楽しく行

うための研修会を開催します。 

県内の日本語学習支援者と一緒に学ぶ機会です。ぜひご参加ください！ 

 

 

参加費 無料 

 

地域の日本語教室だからこそ 

できる日本語学習支援について、

一緒に学びましょう！ 

 

※「日本語教育の参照枠」は、言語・文化の相互理解・相互尊重を前提として、学習段階に応じた教育内容 
などを示し、個々の日本語学習者に応じた日本語教育を継続的に受けられるようにするため、日本語教育に 
関わる全ての人が参照できる枠組みで、2021年 10月に文化審議会国語分科会により取りまとめられました。 
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【講 師】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会場地図】 

とちぎ国際交流センター 

（宇都宮市本町 9－14） 

 ※県庁前バス停から徒歩 5分、 

東武宇都宮駅から徒歩 8分 

※本研修参加者は、県庁地下駐車場を無料で 

ご利用いただけます。 

会場受付に駐車券をご提示ください。 

 

 

 

 

 

お問合せ・お申込み                         

公益財団法人栃木県国際交流協会（TIA)      

受付時間 ９:０0～17:００ 定休日 日曜、月曜、祝日 

 

                                        

📞

文化庁 令和 5年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用 

 

 

 
宇都宮大学、国際医療福祉大学 非常勤講師 

(留学生への日本語指導等を担当) 
 

日本語教育歴約 20年。2002年より東京の日本語学校講師

として留学生の日本語教育に携わり、2013 年に栃木県に 

転居してからは、「つながりと日本語＠日光」という外国人

児童生徒等を対象とした日本語教育支援ボランティア活動

をするほか、県内の日本語学習支援者の養成にも携わって

いる。 

 

【申込み方法】 

お電話（028-621-0777）または Googleフォームでお申込みください。 

https://forms.gle/75DzAAsKFDEy6EJj7 

 

 

  

 

 

 

お気軽に 

お問合せください！ 

https://forms.gle/75DzAAsKFDEy6EJj7
https://forms.gle/75DzAAsKFDEy6EJj7

